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　　　　　（27）
呼んでいる。
　企業の将来の現金残高を予測するという目的に照らせば現金収支計算書の
方が有益であるが，ストーバスは敢えて現金収支計算書を選好しない。その
第一の理由は，現金資金では資金概念が狭すぎて，銀行と企業との問の短期
資金のやりとりのごときそれ程重要でない項目が計算書に表われてしまうか
らであり，第二の理由は，“funds”の方が近い将来の現金の出入りを考慮に
　　　　　，　　　　　　．　（28）入れているため，近い将来を取り込んだ分析が可能となるからである。
　資金概念採用のこの理由から判断して，ストーバスは運転資本概念を縮小
して“funds”に至ったのではなく現金概念を拡大してそこに至ったことが知
られるのである。
　この資金計算書は営業活動に関する資金の収支を総額で表示しようとする。
利益に非資金修正をほどこすいわゆる加え房し方式（add　back）を採用しな
い。利益に非資金修正をほどこす方法は，資金計算害が拡張された現金収支
計算書と見るよりは，むしろ二時点の資産持分計算書の期間比較から資金計
算書が導かれるという考え一財産状態の変動　　により近いと考えられる。
この点と資金概念採用の根拠とを考え併せると，ストーバスの資金計算書は，
彼の財産状態表観とは全く無関係であり，現金収支計算書のひとつの延長と
して資金概念を拡大した計算書を，その有用性ゆえに彼の財務諸表の体系に
持ち込んだものと解されるのである。
　ストーバスの資金計算書では，期首資金残高および期中の資金フロー数値
が期末の購買力単位に修正されている。この結果として資金の購買力損失＄
20が資金のアウトフローととして示されている。この＄20は，期首の正面短
期：貨幣資産額＄305を当該期間中に保有し，期中の資金フローは期末に一括し
て生じたと仮定して，＄395×（1．051－1）の計算で求め．られている。この
（27）　lbid．，　p・　136．
（28）　lbid．，　p，　135．
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＄20は当期に実現した貨幣の購買力損失を示している。他方，長期貨幣負債
＄970を保有することから生ずる未実現購買力利得が＄55あるが，この利得の
発生原因を示す計算はこの資金計算書には当然のことながら収容され得ない。
資金計算書に示された実現購買力損失＄20と，計算書では示されない未実現
購買力利得＄55は合算されてその正味額＄35は，次に述べる残余持分計算書
　　　　　　　　　　　（29）
に示されているのである。
（4）残余持分計算書の役割
　ストーバスは残余持分計算潜（Residual　Equity　Statement）の意義を投
資家に対する有用性の観点から説いている。すなわち残余持分は，残余持分
所有者にとっては自己の持分額を示し，残余持分所有者以外の投資家にとっ
ては緩衝器の役目を果す金額であるから，すべての投資家にとって有用であ
り，その期間変化を示す残余持分計算書も彼等の関心のある金額の変化を示
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（30）すという意味で有用であると説くのである。
　しかしながらストーバスの残余持分計算書は，実は，彼の他の財務諸表との
関係で非常に重要な役割を帯びている。以下この点を検討することにしたい。
　ストーバスが示した残余持分計算書は次表のごときである。
　この計算書には次の四つの主要項目が記載されている。
　（1）過年度損益修正および期首残高を期末時点の購買力単位に合わせるた
　　めの修正
　（2）会社と残余持分所有者との間の取引
（29）ストーバスは資金概念を正味短期貨幣資産にとって貨幣価値変動下の資金計算書を
　作成している。正昧貨幣資産を資金概念にとって’貨幣価値変動下での資金計算書を示
　している者にA．L．　Thomasがいる。　A．　L．　Thomas，“Corr］mon　Dollar　Funds
　Statement．”　The　Accounting　Review，　J　anuary，　1965，　pp・　223－230・
（30）　Staubus，　lbid，，　pp，　114－115，
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表一5　Hypothetical　Company残余持分計算書（1960，1959年）
1960 1959
＄573
@（3）
@　5
＄575
＄604
＄　60
@35
@　8
＄582
吹@40
@－0－
@　3
残余持分，1月ユ日．帳簿額………………　　　　　　　・・…　　　・・
?ｳ，有利修正と（不利修正）
@1957年の追徴連邦所得税…　　・・…　　　・・…　　　　　・・…
@その他の訂正額（正味）…………・…・……・………・……　　…・…・…　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
P月1日時点の1ドル価値による訂正残高……　　……　　　　・・…
P960年12月31日のドル価値（修正率1．051）に修正された1月1日の残
m「可…’　　　　　　　　’’”oo’”o　　　　’嚇。’”●’幽’●’…●’◆’’”●韓’”韓●●’’’’　　”●”●●’…
槙咜揄ﾁ
@収益が費用を超える額……・・…・……・…・・………………………………
@正味貨幣負債からの価格変動利得…………’”●………………”◆…
@その他の利得…　　　　・・…　　　　　　　　　　・…………・・…………
@　　　　士曽力口合言十一・一・…　一・…　　　。…　一一・一・一…　一・・。・一・一・一一◆・・一・…　一…
槙卲ｸ少
@実物正味資産の実質価値の減少から生ずる損失・・……　　・…・
@遊休設備の維持から生ずる損失・………………・…………・・……・…・…
@その他の損失…　　　　　　　　…・…　　・・…・…・………………・
@　　　　減少合計…　　　・・…・………・……………・　　…・・
@　　　　当期純増加…　　・・………・………　　…・……・
槙﨎U替額
@配当として善通株主へ・…　　……………・・……・……・…　　………
@株式発行により普通株主より・・　　　………　　………・………・…
@　　　　正昧振替額・・………………・…………・・　…・・
@　　　　12月31日残余持分…　　　　　………　　………
＄103
@　4
@　3
@　7
＄　43
@（2）
@一〇一
@　4
＄　14 ＄　　2
＄　89 ＄　41
＄（28）
@220
＄（19）
@一〇一
＄192 ＄（19）
＄885　1＄604
　（3）収益と費用の差額
　（4）利得と損失
　損益計算書が経常的項目だけを収容しているいわば当期業績主義の立場を
とっているため，残余持分計算書に種々の項目が送り込まれていることは容
易に推察されるところである。しかしt）この計算書をより複雑な内容にして
一　61
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（31）いるのは，ストーバスが価格および価格水準の変動を経済事象とみなし，こ
れを財務諸表に反映させようと試みているからに他ならない。
　そこで次にストーバスが価格および価格水準の変動をどのように取扱って
いるかを明らかにしたい。
　M社の期首貸借対照表が次のようであったと仮定する。
期　　首　　B／s
貨幣資産　100，000
実物資産　200，000
　　　　　　300，000
貨幣負債　150，000
残余持分　150，000
　　　　　　300，000
　この一年間であらゆる物価が一律に10％上昇したとし，この四つのカテゴ
リーの合計に変化がなかったとすれば，新らしい貨幣の購買力単位による期
末貸借対照表は次のようになるであろう。
期　　末　　B／s
貨幣資産　100，000
実物資産　220，000
320，000
貨幣負債　150，000
残余持分　170，000
3Zt9，0，．．9LtO
残余持分の増加20，000（170，000－150、ooO）はあたかも実物資産の増加20，000
（220，000－200、OOO）によってもたらされたごときであるが，実はそうではない。
この残余持分の増加20，000は，期首残余持分を期末購i買力単位に修正するた
（31）　lbid．，　p・　117．
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めの15，000（15・，・…早と正昧tSii　f・1　ft負債50，・00から生じた貨撃啓の員韻
力利得・，・・・…，・…Ut！lstlOooi…の二つの金額の合計からな・て…のであ・12）
この関係を残余持分計算書で示すとすれば次表のようになる。
M社残余持分計算書　｛1）
期首残余持分
期末購買力単位への修正額
残余持分の増加
　購買力利得
　残余持分の減少
期末残余持分
150，000
165，000
　5，000
－o－
170，000
　仮に，物価水準は10％の上昇にとどまったが実物資産の価格が20％増加し
た場合は，実物資産の真の価格増加20，000（200，000×1，2－200，000×1．1）を利
得として認識する。この場合の残余持分計算書は次のようになろう。
（32）この取引の勘定記入面を示せば次のとおりである。　Staubus，　Ibid．，P・12！・
　①実物資産の修正
　　　　　（借方）実物資産　20．000／（貸方）仮勘定　20．000
　②残余持分の修正
　　　　　（借方）仮勘定　15．000／（貸方）残余持分　15．ooo
　③購買力損益の記入
　　　　　（借方）仮勘定　5，000（貸方〉購買力利得　5，000
　④損益振替
　　　　　（借方）購買力利得5，000（貸方）残余持分5，000
　この結果，仮勘定の残高はゼロになる。
　　　　　　　　　　　　　仮α／。
　　　　　　　　＠　15，000　1　¢　20，000
　　　　　　　　＠　5，000
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M社残余持分計算書　（2）
期首残余持分
期末購買力単位への修正額
残余持分の増加
　購買力利得
　実物資産の実質価値増加
残余持分の減少
期末残余持分
150，000
165，000
　5，000
20，000
－o－
190，000
　ストーバスの示した残余持分計算書，（前掲表一5）には，このような残余
持分の修正，購買力利得，および，実物資産の実質価値の変動から生ずる利
得あるいは損失が計上されているのである。
　ところでストーバスの残余持分計算書（前掲表一5）には，これらとはも
う一つ別の価格変動に関連する情報が示されている。それは費用を時価で
計上した場合の当該金額と二二を基礎．にした金額との差額の処理である。
この差額の性格は，次に示すストーバスの物価水準変動精算勘定（Price
Level　Changes　Clearing　Account）の記載内容からおよそ明らかになろう。
表一6　価格水準変動精算勘定
借
?
（1）費用化されて消滅した資産の評価切下げ
　　　　　　　　　　　　　　・・：一　o
〔3期末に存在する実物資産の評価切下げ
　　　　　　　　　　　…・・一・一・…・　o
〔5）正味貨幣持分からの利益…………5，000
（6期首残余持分の価格水準修正……15，000
20，000
?
方
〔2贋用化されて消滅した資産の評価切上げ
　　　　　　　　　　　・・一一一一一一一　o
（4糊末に存在する実物資産の評価切上げ
　　　　　　　　　　　．…i・20，000
｛7駿高……残奈持分へ振替……・・…・……0
20，000
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　（1＞と（2）が問題の項目である。（3）（4）（5）（6×7）については先のM社の例と同じ内
容であるから説明を略す。（1×2）についてストーバスは次のように述べている。
　　「記入（1）お・よび（2）は当該期間中に消滅した資産あるいは資産の一部（償
　却の場合）に関連している。（この例ではこの消滅はない）。それらは期首
　における評価額，あるいは，もし当該期間中に取得されたものであればそ
　れらの原価と，それらが消滅した時に貸借対照表が作成されたならばそれ
　らに付されたであろう評価額との差額を記録する。もし資産が費用化され
　た時にこれら貨幣価値の利得と損失が分離されないのであれば，費用とし
　て割り振られたその額は当期の稼得された収益に対応しうるカレントな基
　準にもとずくものではないであろう。時価で費用を計上しないことは，価
　格変動の影響と営業の成果を混同して反映した収益費用差額をもたらす。
　………もし，企業が，非常にはば広く変動しているコストおよび相対的に
　多額なコストについて時価計上をおこなったならば，費用に入り込まざる
　を得ない価格変動の影響は軽減するであろう。ある代表的な製造あるいは
　商業会社で，顧客に引渡す商製品め原価計算を取替原価でおこない，かっ，
　いくつかの主要な設備資産の減価償却を取替原価で計算していることは，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（33）　価格変動のぼとんどの影響を費用から除去するであろう。」　　　　　〆
　この記述から，ストーバスにおいては損益計算における費用を時価で計上
することが否定されていないことが明らかとなる。ただ，ストーバスは費用
を時価で計上する場合の仮設例を示していない。たとえばもし期中に資産の
消滅があって，価格水準変動精算％の（1）あるいは（2）に何らかの数値が記入さ
れる場合，時価で計上された費用が貨幣の購買力単位で測定した金額と異な
るならば，その差額は実質的に実現した保有利得あるいは損失を表わすであ
ろう。ストーバスにあってはそよのうな金額の勘定処理のメカニズムおよび
表示のメカニズムが表示されていないうらみがあるのである。
（33）　lbid．，　p・　124．
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　以上より次のように要約することができよう。損益計算書では実際的に可
能なかぎり費用を時価で計上し価格変動の影響を除いた営業成果を示そうと
する。ここでは損益法の計算方式が前提とされている。その成果とその計算
から除かれた価格変動の影響額が種々の利得または損失としてかき集められ
て残余持分計算書に収められる。この残余持分計算書においてストーバスの
意味での純資産の比較による損益が示されることになるのである。
4　結び
　ストーバスのこの書物における論理展開を特徴づけているのは，第一一に，
彼が利用者指向アプローチを採用したこと，第二に，利用者の情報要求と残
余持分を結びつけ，その構成要素である資産と負債から説き起して諸概念を
組み立てていったことである。この第二の特徴を持つ会計観は資産負債観と
して性格づけられる。この会計観のもとでの貸幣対照表は財産状態の表示を
主目的としているところがら，これを貸借対照表に関する財産状態表観とし
て性格づけることも可能である。この意味でストーバス学説は資産負債観に
立っているとも，また，貸借対照表に関する財産状態表山に立っているとも
言うことができるのである。
　ストーバスが示した資産持分計算書は明らかに財産状態の表示を目的とし
ている。ところが彼の損益計算書では費用収益対応の考え方にもとずく計算
がおこなわれている。これは貸借対照表に関する残高表観を特徴づける計算
思考である。これとは別に，ストーバスの意味での財産状態を前提にした利
益は残余持分計算書で示されている。更に資金計算書は資金収支の総額表示
を狙ったもので財産状態の変動の報告を完結しようとする意図はそこに見受
けられないのである。
　これを要約すると，彼の貸借対照表（資産持分計算書）は財産状態表観に
よるものであり，損益計算書は残高表観によるものであり，資金計算書は資
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金表観によるということである。つまり彼の財務諸係の体系はこの三つの会
計観の寄せ集めからなっている。そして残余持分計算書が，この寄せ集めの
間隙を埋める調整表として，重要な役割を果しているのである。
　以上より序において残されていた空欄を埋めれば次のようになるであろう。
　　財務諸表
ﾝ借対照表観
貸借対照表；
ｻ　の　性　格
損益計算書；
?v計算の方式
資金計算書；
ｻ　の　性　格
残　高　表　観
i現行会計） 残　　高　　表 損　　益　　法
残高表（財政状態）の
ﾏ動衷　会計上の利益
ﾆ資金的利益の調整
窓燒@の存在を兄る
財産状態表観7（ストーバスの場合）
（1）
燻Y状態の表示
（2｝損益計算併において
ｹ益法の計算c余持分計算書におい
ﾄ財産法の計算
（3）
窓烽ﾌ源泉と運用の表
資　金　表　観 資金的貸借対照表ｻの本質は分割貸借対照表 資　　金　　法
収支計算書
窓烽ﾌ源泉と運用の表
一67一
